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東久留米市三つの計画

照
）。
し
か
し
、国
の
構
造
改
革
に

基
づ
く
地
方
財
政
の
抜
本
的
な
見

直
し
の
よ
う
に
、
市
を
取
り
巻
く

外
か
ら
の
大
き
な
環
境
の
変
化
に

は
、
市
が
最
大
限
の
努
力
を
図
っ

て
も
な
お
、
こ
の
実
施
計
画
に
計

上
さ
れ
た
事
業
を
実
行
に
移
す
こ

と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
市
は
、
着
実
に
行
財
政
の
改

革
と
定
員
の
適
正
化
を
進
め
、
計

画
し
た
事
業
の
実
現
に
最
大
限
の

努
力
を
図
っ
て
い
き

ま
す
が
、「
歳
入
な
く

し
て
事
業
な
し
」
も

ま
た
、
こ
の
実
施
計

画
の
置
か
れ
た
厳
し

い
現
実
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
こ
の

計
画
に
掲
げ
た
事
業

は
、「
歳
入
が
、
今
の

財
政
計
画
か
ら
大
き

く
逸
脱
し
な
い
限
り

に
、
市
と
し
て
優
先

し
て
行
う
事
業
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
で
企
画
調
整
課
�
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

　

こ
れ
か
ら
５
年
間
（　

年
度
〜　

年
度
）
の
市
政
運
営
の
た
め
に
、
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

１８

２２

向
け
た
第
３
次
長
期
総
合
計
画
の
「
実
施
計
画
」、
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め

の
「
第
三
次
行
財
政
改
革
基
本
方
針
」、
そ
の
行
財
政
改
革
の
最
も
大
き
な
柱
と
な
る
市
職
員
数
の

「
第
３
期
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
各
計
画
と
も
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
計
画
を
時

勢
の
変
化
に
合
わ
せ
刷
新
し
た
も
の
で
す
。今
後
の
５
年
間
は
こ
の
３
つ
の
計
画
が
一
体
と
な
っ
て
、

市
民
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
市
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

各
計
画
書
は
、
５
月　

日
（
月
）
か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２

１５

階
）、
中
央
・
滝
山
・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図
書
館
、
下
里
・
南
町
・
野
火
止
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
室
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。実

施

計

画

　

実
施
計
画
と
は
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
構
想
と
な
る
第
３
次

長
期
総
合
計
画
で
示
さ
れ
た
「
水

と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
�
東
久

留
米
�」
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の

長
期
計
画
の
後
半
と
な
る
後
期
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
市
の
行
財
政

運
営
を
計
画
的
、
効
率
的
に
推
進

す
る
た
め
に
定
め
た
も
の
で
す

（
上
表
参
照
）。

計

画

の

要

素

　

こ
の
計
画
は
、　

年
度
〜　

年

１８

２０

度
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て

い
ま
す
。
計
画
に
は
、
行
財
政
改

革
と
定
員
適
正
化
の
各
要
素
を
織

考

え

方

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
第
一

次
行
財
政
改
革
（
８
年
度
〜　

年
１２

度
）、
第
二
次
行
財
政
改
革
（　

年
１３

度
〜　

年
度
）
を
行
い
、
行
財
政

１７

見
合
っ
た
簡
素
で
効
率
的
な
市
行

財
政
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

内

容

　

第
三
次
行
財
政
改
革
基
本
方
針

は
、
自
主
・
自
立
し
た
自
治
体
経

営
の
確
立
と
、
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
確
立
、
ま
た
市
民
の
視
点
に

立
っ
た
市
民
に
と
っ
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
組
織
づ
く
り

を
進
め
る
計
画
で
す
。
計
画
の
期

間
は
、　

年
度
〜　

年
度
の
５
カ

１８

２２

年
で
、
そ
の
内
容
は
、
次
の
３
つ

と
な
り
ま
す
。

　

①
市
行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の

重
点
化
＝
行
政
の
担
っ
て
き
た
公

共
・
公
益
部
門
に
、
民
間
が
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し

な
が
ら
、
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す

　

②
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織

＝
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す

実

施

計

画

実

施

計

画
り
込
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
が
互
い
に
関
連
し
合
い
な
が
ら

基
本
構
想
、
基

本
計
画
の
目
標

達
成
を
目
指
し

ま
す
。

　

実
施
計
画
に

は
、
中
期
的
行

財
政
運
営
の
指

針
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
無
い
と
、
市
の
行
財
政
運

実施計画の期間

２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３年度

第３次長期総合計画

区 分 後期基本計画前期基本計画

実施計画

実施計画における財政収支の想定

（単位：百万円、％）

２０年度１９年度１８年度
区　　分

伸率金額伸率金額金額

△０．１１７，１６０１０．３１７，１７７１５，５７３市　 税
一
般
財
源

歳　
　

入

０．０２４７△７６．１２４７１，０３４譲 与 税

１．７２，６５９１１．２２，６１５２，３５２交 付 金 等

０．０１，８９５１２．１１，８９５１，６９０地方交付税

０．１２１，９６１６．２２１，９３４２０，６４９小　計

０．９３２５０．９３２２３１９
分担金・ 

負 担 金

特
定
財
源

０．０３１９０．０３１９３１９
使 用 料

手 数 料

△１１．６６，６３８５．８７，５１３７，１００国都支出金

△１７．２８３７△５０．１１，０１１２，０２７諸 収 入 等

△９．５１，６０３△２．９１，７７２１，８２４市　 債

△１１．１９，７２２△５．６１０，９３７１１，５８９小　計

△３．６３１，６８３２．０３２，８７１３２，２３８歳　入　合　計

△５．７７，８３７△１．０８，３０７８，３９５人 件 費

消
費
的
経
費

歳　
　

出

０．４６，７０３０．５６，６７４６，６４３物 件 費

２．８３６３２．６３５３３４４維持補修費

２．０５，４６６２．０５，３５８５，２５３扶 助 費

０．３６，７０８０．７６，６８８６，６４２補 助 費 等

△１．７３，０５０６．８３，１０４２，９０７公 債 費

０．０１２００．０１２０１２０そ の 他

△１．２３０，２４７１．０３０，６０４３０，３０４小　計

△３６．７１，４３６１７．２２，２６７１，９３４投資的経費

△３．６３１，６８３２．０３２，８７１３２，２３８歳　出　合　計

施
策
と
事
務
事
業
の
評
価
と
連
動

し
て
、
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

計
画
に
あ
る
事
業

　

こ
の
計
画
書
に
掲
げ
ら
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
現
時
点
で
の

歳
入
見
込
み
、
定
員
適
正
化
の
進

捗
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

を
前
提
と
し
て
、
そ
の
事
業
費
が

裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
右
表
参

運
営
の
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

と
な
る
市
の
財
政
構
造
は
、
従
来

か
ら
の
自
主
財
源
の
乏
し
さ
か
ら

交
付
金
等
の
国
の
補
助
制
度
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
今
後
も
行

財
政
構
造
の
体
質
を
改
善
で
き
な

い
限
り
、
国
の
政
策
に
強
く
影
響

さ
れ
る
財
政
構
造
か
ら
ぬ
け
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

第
三
次
行
財
政
改
革
基
本
方
針

は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の

中
で
も
、
当
市
が
将
来
に
わ
た
っ

て
自
主
・
自
立
し
た
行
財
政
運
営

を
行
う
た
め
に
、
市
民
と
市
の
協

働
、
行
政
評
価
制
度
の
推
進
を
図

り
な
が
ら
積
極
的
に
自
主
財
源
に

第
三
次
行
財
政
改
革

第
三
次
行
財
政
改
革

基
本
方
針

　
　
　
　

基
本
方
針

（
２
面
に
続
く
）

　

③
自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財

政
運
営
の
確
保
＝
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
益
と
負
担
の
あ
り
方
を
始
め

と
す
る
歳
入
構
造
を
見
直
し
、
効

営
は
方
向
性
を
失
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
い
つ

も
受
け
身
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く

な
り
ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
将
来

予
測
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
実
施
計
画
期
間
中
の
今
、
団
塊

世
代
の
大
量
退
職
や
少
子
化
の
さ

ら
な
る
進
行
、
初
め
て
経
験
す
る

国
全
体
の
人
口
減
少
な
ど
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
時
期
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
計
画
期
間
の

今
年
か
ら
３
年
間
を
予
測
し
た
実

施
計
画
で
あ
っ
て
も
、
策
定
と
同

時
に
計
画
と
現
実
と
が
合
わ
な
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
実
施
計
画
は
、

見
直
し
を
前
提
と
し
た
計
画
と
し
、

お
お
む
ね
１
年
ご
と
に
見
直
し
、

更
新
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
最
初

の
見
直
し
は
今
年
度
中
に
予
定
し
、

率
化
を
前
提
と
し
た
財
源
配
分
に

よ
る
歳
出
構
造
の
改
善
に
努
め
ま

す

第三次行財政改革基本方針・行財政改革プランで
取り組む３２施策、１１０基本事業一覧

基本事業名施策名

協働の推進▼団体の発掘・育成▼協働・参加
の仕組みづくり

協働のための仕組み
づくり

交流の拠点づくり▼コミュニティ活動への支
援▼姉妹都市交流の推進

地域コミュニティの
振興

固定的な役割分担意識の改革▼男女共同参画
の促進▼人権相談と救済支援▼平和意識の尊
重

互いに尊重しあえる
意識の醸成

緑の保全▼緑の景観の創出▼景観意識の醸成
緑を基本とした景観
の保全

ふれあいの機会の提供▼水辺環境整備の推進
水と緑に親しめる空
間の創造

環境悪化防止対策の推進▼地域における環境
学習の推進▼環境に配慮した行動・生活の実
践

環境への負荷を低減
する生活・活動の促進

認可保育所の運営▼認証保育所制度の活用▼
家庭的保育（家庭福祉員・保育室）の充実▼
学童保育所の運営

就労している保護者
への子育て支援

子育てに関する学習の機会の提供▼健診の充
実▼相談サービスの充実

乳幼児の健全発育へ
の支援

子育て支援サービスの充実▼児童館の運営▼
幼児教育の振興

子育て支援環境の整
備

経済的負担の軽減子育ての負担の軽減

地域による健全育成▼規範・ルールの啓発青少年の健全育成

（同一覧は２面へ続きます）

◆企画調整課メールアドレス
kikakuchosei@city.higashikurume.lg.jp
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